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内水面養殖業「うなぎ」収獲量（全国）

鹿児島

7,150

(44％)

愛知

3,782

(23%)

宮崎

2,635

(16%)

静岡

1,791

(11%)

その他

801

(5%)

単位：ｔ

• 令和６年海面漁業・養殖業生産量のうち海面養殖業「ぶり類」の収獲量は、全国で13万2,100ｔ、
宮崎県は1万2,100ｔで全国第４位の収獲量となっています。また、内水面養殖業のうち「うなぎ」
の収獲量は、全国で1万6,159ｔ、宮崎県は2,635ｔで全国第３位の収獲量となっています。

• 「ぶり類」「うなぎ」養殖業ともに、宮崎県を含む九州で約６割を占める収獲量となっています。

海面養殖業「ぶり類」収獲量（全国）

資料：農林水産省 「令和６年海面漁業・養殖業生産量」

鹿児島

420

(32%)

愛媛

217

(16%)

大分

174

(13%)

宮崎

121

(9%)

長崎

112

(8%)

高知

86

(7%)

その他

191

(14%)

単位：百ｔ

令和６年
収獲量

1,321百ｔ

令和６年
収獲量
16,159ｔ

宮崎の結果概要

令和６年の海面漁業の漁獲量は8万2,300ｔで、前年に比べて300t（0.4％）減少しました。

主な魚種別漁獲量は、下左図の通りです。グラフ中の魚種で全漁獲量の約8割を占めています。

（その他の魚類を加えると約9割となります）

令和6年の海面養殖業の収獲量は1万3,700ｔで、前年に比べて1,300ｔ（8.7％）減少しました。

主な魚種別収獲量は、下右図の通りです。グラフ中の魚種で全収獲量の約9割を占めています。

海面漁業主要魚種別漁獲量の推移 海面養殖業主要魚種別収獲量の推移

※かんぱちの令和4年は「ｘ」表示のため抜けている。

令和6年漁業・養殖業生産統計
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